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公 式 試 合 記 録

公益社団法人　日本ホッケー協会

大会名： 第６５回男子・第３８回女子　全日本学生ホッケー選手権大会

3 試　合 チーム名 15

天理大学

（前半

朝日大学（後半

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

19 男子準
々決勝 12:30 駿河台大学ホッケー場 人工芝（W）

17 113

先発 背番号 氏　　　　名 先発 背番号

✓ 2 山田　翔太 ✓ 2 井関　渉二

氏　　　　名

✓ 1 吉川　貴史 ✓ 1 田島　光貴

✓ 4 新井　稜 ✓ 4 冨平　大雅

✓ 3 稲山　巧 ✓ 3 眞栄田幸佑

✓ 6 糸原　信行 ✓ 6 伊東　将慶

53 5 中村　新樹 ✓ 5 新井　　岳

✓ 8 和久利　裕貴 ✓ 8 丸茂　　大

✓ 7 田中　海渡 ✓ 7 福田　昇司

✓ 10 福田　健太郎 ✓ 10 川畑　俊貴

✓ 9 山水　翼瑳 10 9 堀江　幸聖

8 13 山口　滉大 ✓ 12 片岡　晃基

7 12 金藤　直人 10 11 坂西　史也

✓ 16 山川　賢太 15 14 大崎　哲寛

5 15 石橋　諒 ✓ 13 武石　拓郎

18 松田　啓太 20 16 福本　和史

5 17 今松　一貴 31 15 中山　友博

7 26 瀧上　諒大 9 25 山下　直人

✓ 20 落合　晴輝 17 安田　希成

時間

天
理
大
学

得
 
 
点

朝
日
大
学

種

FG

PC

SO
戦○/☓

7

ＳＯ
戦

1

監　督 穴井　善博 監　督 長屋　恭一

アンパイア 氏家　健太 アンパイア Thamir Singh

2 SO
戦

チャレンジ権 3

ジャッジ 木内　大輔 Ｔ　Ｏ 野澤　光代

Ｒアンパイア大西　優太 Ｓアンパイア

ジャッジ 荒居　宣行 Ｓアンパイア



大会名

年 月 日

平成 28 11 11

チーム名 3 － 2

2 － 0 ）

1 － 2 ）

S O

Ｇ Ｙ Ｒ Ｇ Ｙ Ｒ

1 C/GK 1 C

2 2

3 3

4 4

5 61 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

17 17

18 18

公 式 試 合 記 録【戦 評】

公益社団法人　日本ホッケー協会

第６５回男子・第３８回女子　全日本学生ホッケー選手権大会

試合番号 備　考 時　間 場　所 ピッチ

19 男子準
々決勝 12:30 駿河台大学ホッケー場 人工芝（W）

3 試　合 チーム名 15

天理大学

（前半

朝日大学（後半

17 113

先発 背番号 氏　　　　名 先発 背番号

✓ 2 山田　翔太 ✓ 2 井関　渉二

氏　　　　名

✓ 1 吉川　貴史 ✓ 1 田島　光貴

✓ 4 新井　稜 ✓ 4 冨平　大雅

✓ 3 稲山　巧 ✓ 3 眞栄田幸佑

✓ 6 糸原　信行 ✓ 6 伊東　将慶

53 5 中村　新樹 ✓ 5 新井　　岳

✓ 8 和久利　裕貴 ✓ 8 丸茂　　大

✓ 7 田中　海渡 ✓ 7 福田　昇司

✓ 10 福田　健太郎 ✓ 10 川畑　俊貴

✓ 9 山水　翼瑳 10 9 堀江　幸聖

8 13 山口　滉大 ✓ 12 片岡　晃基

7 12 金藤　直人 10 11 坂西　史也

✓ 16 山川　賢太 15 14 大崎　哲寛

5 15 石橋　諒 ✓ 13 武石　拓郎

18 松田　啓太 20 16 福本　和史

5 17 今松　一貴 31 15 中山　友博

7 26 瀧上　諒大 9 25 山下　直人

✓ 20 落合　晴輝 17 安田　希成
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【戦評】
男子準々決勝、天理大学対朝日大学の試合が天理大学のセンターパスにより開始された。序盤から両チームとも激しい攻防を見せ、前半

4分天理大学が最初のPCのチャンスを獲得した。一度GKがはじいたボールを#10福田がリバースで押し込み天理大学が先制した。朝日大学も

3 0 3 17 合　計 7

見せる。後半35分、朝日大学が最後のPCのチャンスを獲得し#2井関がプッシュシュートを決めきり、2点目を挙げる。しかしあと1点追いつくことが

できず、3-2で天理大学が勝利を収めた。

直後に負けじとPCを取り返すもDFに阻まれる。その後も両者一進一退の拮抗した試合となり、得点チャンスを幾度も作るがなかなか決めきらない。

試合が動いたのは、22分天理大学♯2山田がこぼれ球を押し込み追加点を挙げる。2点を追う朝日大学は25分PCのチャンスを獲得。しかしGK

吉川とDFの堅い守りに得点を挙げられない。その後も両者譲らず速い攻撃を見せるが、2-0で天理大学リードのまま前半を折り返す。後半

もスピードのある攻防が繰り広げられる。後半6分天理大学がPCを獲得し、#2山田のボールに#10福田がタッチを合わせ、3点目を決める。

天理大学がペースをつかみ始め朝日大学のゴールを再び脅かすが、朝日GK吉川がナイスセーブを見せる。点差を埋めたい朝日大学も積極的に

サークルインを狙うが堅いDFに阻まれる。後半32分、朝日大学の左サイドの攻撃から#10川畑がゴールを決め、点差を詰め最後の追い上げを


